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事業内容

事業の成果

今後の課題

　市内の防犯灯は、地域の町内会等で設置・維持管理を行なっていることから、それらに対する支
援、被災地域の防犯団体への活動支援。

釜石市防犯協会

平成24年8月1日～同24年10月31日

助成受給団体

事業の名称

実施期間

防犯灯の整備事業

　東日本大震災の影響により、沿岸地域にある防犯灯の多くが被災するとともに、被災者の居住確
保のために設置された仮設住宅の周辺は、防犯灯が少ないなど、防犯上不安のある場所が多く
なっている。
　そのような防犯灯の整備が必要な場所でも、被災家屋の撤去工事や市街地の再生に向けた工
事などの動向により、防犯灯を設置してもすぐに移設が必要な場合もあります。
　このことから、容易に移設が可能なLEDソーラー照明灯の設置を行い、街の灯りを創出するととも
に、歩行者等の安全確保を図る。

　LEDソーラー照明灯の整備を行なったことで、夜間の歩行者の安全確保を図ることができた。
簡易な照明灯であることから、夜間の安全が全て確保されているものではないが、地域住民から
は、灯りがあることで安心感があると感謝されている。
　また、設置後の管理を地域防犯団体に依頼し、防犯パトロールを兼ねて夜間の点灯状況の確認
など行なって頂いていることから、防犯活動の促進にもつながった。
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